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霜月田遺跡 縄文時代早期土器
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所収遺跡名

田遺跡

縄文時代早期

う埋蔵文化財発掘調企報告書

主な遺構

調査面積

8,000出

144rrl 

中原式，条痕文，山形押型文・楕円押型

文，平桁式，塞ノ神式，いふ鏃， スクレイ

／ゞー

磨石，敲石，石皿
---------------------— •-----------------•--------------------------------------

阿高式，南福寺式

古代～中世

1か所

南九州匝同り自

特記事項

----------------------➔-----------------➔ ------------------------------------―ートー―-----------

近・現代

縄文時代早期

溝状遺構3条

古道

集石 1基

土坑3基

銭貨

山形押型文変形撚糸文，手向山式，石鏃，

スクレイパー，石核，磨石，敲石，石皿

都原遺跡I散布地 I古代 j埋納遺構（骨蔵器）須恵器
---------------------------------------------------------------------------—ートー―-----------

遺跡の概要1;f言三言：旦`鉢:IiiiE~ 且戸
中i!I:
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川式土器も出士したが，注目されるのは古代～中枇にかけての遺構・遺物である。 『日

置厨」と墨書された須恵器の杯が土坑内に遺棄された状態で出土したほか，矩形に掘

り込まれた溝と， 2棟の四面庇建物跡がほぼ南北に並んで検出されたほか，その東側

では，北側に庇が取り付く片庇建物跡も見つかり， 2間X3間を主とする掘立柱建物

跡5棟も確認され，須恵器・ 土師器・ 陶磁器・染付等多くの遺物も出上していること

から本遺跡は，古代末から中世初期の在地領主層の居宅跡と推定される。

3 菖蒲掛……いちき串木野市上名に所在し，標高約70-75mの台地上に位置する。平成11年2月

に地形等を考慮して 2mX3mのトレンチを 4か所， 2mX4mのトレンチを設定し
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と

された。口径10cm・器高20cmを測る。

構が検出された。方形遣構は内部に炭化材と焼士域が見られた。溝には士師器・青磁．

白磁片が出土した。これらは成枝氏居城の都城跡との関連も考えられる。

8 玉前………薩摩川内市都町に所在し，標高約18mの河岸段丘上に立地する。平成18年10月にエ

事区域センター杭を基準にして， 5か所のトレンチを設定し確認調査を実施した。そ

の結果，表土中にローリングを受けた土師器の小片が見られたが，表層下位はシラス

及びシラスの二次堆積であり，遺構・遺物ともに発見されなかった。
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に向かって開けている。中心地の中央を流れる川

広範囲に沖積平野を形成している。また，川内川は，白和町付近で大きく西に流れを変え東シナ海

に注いでいる。その両岸には天辰町から高江町にかけて長さ約8kmにわたって自然堤防が形成される。

中でも，自然堤防が最も発達した大小路町，向田町周辺は現在の市街地の中心部である。近年の調

査では，自然堤防上で多くの遺構・遺物が発見され，古くから人々の活動の中心地であったことを

うかがわせる。下流域に広がる平野は川内平野と呼ばれ，山地が多く平野の少ない南九州において

大口盆地，出水平野，肝属平野と肩を並べる穀倉地帯である。川内川は，下流で大きく川幅を広げ，

河口の両岸には川内砂丘が発達し，薩摩川内市の特徴的な地形となっている。
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弥生時代終末から古墳時代にかけては日吉，安養寺丘，赤沢津，日暮丘などの遺跡に士器の散布

がみられる。これらの中には，赤沢津遺跡のように広大な低台地上にあるものもあって，この隈之

城平野に生産の基盤を置いた人々の集落が周辺の台地上に形成されたであろうことをうかがわせる。

また，古墳時代の墓については横岡遺跡が著名である。ここでは 5冊紀から 7世紀の地下式板石積

石室墓（石棺墓とする説もある）が7基発見されている。それから，前方後円墳の可能性がある端陵・

中陵や，船間島古墳，安養寺古墳などの円墳が知られているが，正式な調壺が行われていないため

に詳細は不明である。そのほかに御釣場遺跡では古墳時代初頭の石蓋士坑墓が検出され，若宮遣跡

では石棺が検出されている。
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徳鎮.i章州窯）などの輸入陶磁器が出士している。

近世以降

藩政時代には商業が発達し，中心地の向田町は水陸交通の要衝として賑わった。川内川河口の久

らもこ

見崎には，船手奉行所が置かれ，藩の造船所があった。当地は朝鮮の役の際，薩軍が船出した港と

して有名である。この役で夫を亡くした婦人によって始められたと伝えられる盆踊り「想夫恋」は，

県の無形民俗文化財に指定されている。

天明年間 (1781-88年）には伊地知団右衛門李甫が天辰町に磁器窯を開いている。平佐焼と呼ば

れるこの磁器は，県内各地に流通し，隆盛を誇った。近年の調査で，作業小屋や石垣，窯の形態が
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悩摩川内市都町霜月W

薩摩川内市都町麦・灰似・門前屋敷田

土器・陶器・黒曜石

薩摩川内市中福良町立石

薩摩川内市尾白江町四反m

薩噸川内市木場茶屋町瀬戸山

薩摩川内市矢倉町矢倉城

薩摩川内市中福良町成岡

備

別称「南城I

薩摩川内市中福良町上ノ原

県雌文報(28)

県埋文報(28)

薩摩川内市隈之城町湯之谷

薩摩川内市隈之城町酉ノLJ

薩摩川内市勝U町小城ほか

平成12・15年度調杏

平成12・14年度調査

消滅

県埋文報(28)

別称I隈之城」

隧摩川内市勝H町小城・外園原

薩摩川内市勝Li町桁・集ほか

隧摩川内市百次町I.野ほか
別称1百次城」岩田ヶ城」

県埋文報(68)

県埋文報(57)

県理文報(57)

薩序川内市隈之城町池尻

薩摩川内市隈之城町尾賀

薩庶川内市隈之城町！恙賀・後原はか

批摩川内市宮崎町赤殿原

31~ 
みやざききたはら

宮崎北原
l薩摩川内市永利町若宮東

32~ 
せとぐち

瀬戸口
l薩摩川内市宮崎町瀬戸口

33~ 
あかざわっ

赤沢津
l薩摩川内市宮崎町赤沢津

34~ 
ひぐらしおか

日暮丘
l薩摩川内市向田町鉢本・諏訪平

35~ 
きいればる

喜入原
l薩摩川内市平佐町喜入原

36~ 
ひらさじょうあと

平佐城跡
l 薩摩川内市平佐町藤崎·庵ノ城•寄侍

37~ 
かじゃばば・ はるた

鍛冶屋馬場・春1B
l薩摩川内市平佐町

38~ 
きよみずきょうずか

清水経塚
l薩摩川内市宮里町清水

台地
- - - -
古墳～中ill:(室町）
低地
- - -
縄文～平安

低地
- - -
縄文（中）～古墳

台地
- - -
古墳～江戸

台地
- - -
縄文～近世

丘陵
-- - -
中世（鎌倉中）～安土桃山

低地
- - - - . 
縄文～奈良•平安
山腹
ー・

平安

土器・須恵器・陶器

土器・土師器

並木式土器・須恵器・石斧

土器・須恵器・染付

土器・須恵器・染付

空堀跡

土師器・陶磁器・鉄滓 県埋文報(39)

清水寺経壺市指定
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川内市土地開発公社 1987 『麦之浦貝塚』

川内市教育委員会 1991 「御釣場古墳(2号墳）」 川内市埋蔵文化財発掘調査報告害(1)

鹿児島県立埋蔵文化財センター2002『計志加里遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(38)

1/ 2002『鍛冶屋馬場遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(39)

§!~j 

~ 

/,, 

1/ 

~ 

2003「前畑遺跡』

2004『上野城跡』

2005『大島遺跡」

2005「京田遺跡j

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(56)

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(68)

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(80)

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(81)
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労務管理担当 新和技術コンサルタント株式会社 埋蔵文化財蔀調糾課係長 別 府哲 ― 

〈整理作業・報告書作成作業・平成19年度〉

調在主体 鹿児島県教育委員会

調査統括 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 宮原景信

調査企画 鹿児島県立埋蔵文化財センター 次長兼総務課長 平山 ギ早

/,, 次 長 新東晃
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゜
し いて な し り

や図面作成などの作業等を行った。さらに下層確認を行い， 1B石器時代の遺物が出上した地点につ

いては周辺を拡張して調壺を行った。

(5) 検出逍構の概要

A-14区ではVI,V層より黒曜石の剥片やチップなどが集中して出土し， 1B石器時代のブロック

が検出された。また，古代から中世にかけて掘立柱建物跡 5棟，竪穴建物跡4基，落とし穴3基な

どが検出された。 C-12区から検出された落とし穴1基には，埋士中から十数個の貝殻が出士した

ために，貝殻は炭素14年代測定を行った。

このほか， 1日石器時代の礫群 1基，縄文時代早期の集石遺構3基，中期の集石遺構1基，縄文時

- 13 -



2 さ

と ろ， I フ

II 刃 じ期） スパ」ナツ

ど と

えら

し

さ

4 （ 

を と な を し

(1) 

ぎを つ 1 7 レン 卜

ピッ

5日 日に じ を り りを1丁つ

ら 2 

つ,.。 3~ レ ピ 卜 2 (V 

゜
日 日に を に 11トレン を

り と ろ， 2 

1-5トレン

つ

されていない。

R
 

.o 

(2) 発掘調査〈平成12年10月3日,-..;12月26日〉

10月 事務所を設置し，備品を搬入。重機による伐採や表土剥ぎ終了後，西側から IIIa層上面の

精壺を行う。 D~E-8区と E-6区に焼士域を検出する。また溝状遺構を 3条検出する。

E~F-7~8区のトレンチの掘り下げを行ない，遺物を検出する。ピット，士坑，イモ穴，

などの主な遺構の実測作業を行う。雨天には水洗い作業を行なう。牛ノ演係長，禰榮係長，

繁昌文化財主事，森田文化財主事が来訪。

11月 完掘した焼士域の実測作業を行い，遺物を検出する。 C~D-7~8区で 1号掘立柱建物

跡を検出する。 D~E-8区， E-6区の焼土域の実測作業を行う。またF-8区のV層上

14 



し，
゜
入っ

な

にピット

りと
さ ゜

入っ

を

1 2 26 

6月 を し， よる らト

レ

月 ら り
゜

• 白

と

ち1 て る と

と

月

を

゜
9月

ンンツ とし

る。

゜
入っ

10月 引き続き 3号竪穴建物跡と 4号竪穴建物跡の調査を行う。 7日に空撮（スカイサーベイ九

州）を行う。 5 号掘立柱建物跡と 6 号掘立柱建物跡の写真撮影と実測を行う。 A~D-9~

15区表士直下のピット群レベル測量と E-9•10区表士直下ピット群レベル測量を行う。黒

曜石のチップが100点以上出土した集中区を検出したので調査を開始する。 B-12区表士直

下の土坑（貝殻人り）を実測する。土坑の床面長軸方向にピットが3個並んだため落とし穴

の可能性が出てきた。貝殻文円筒士器同一個体7点一括出士する。出士状況の写真撮影を行う。

国士交通省甲斐監督官，副長，総務課脇田主査，繁昌文化財主事，吉岡文化財主事来訪。

15 



し， と 。B~D-13

を

り

ら

1月
。

D
 

を

ら4

セッ

さつ

4月

を 4月から 3月にかけて， セン

5月

6~7月

トレース。

s~g 月 拓本貼り，石器計測。士器，遺構トレース。仮レイアウト。

10~11月 遺構，土器，土師器等のトレース。文章作成。遺構・遺物のレイアウト。遺物写真撮影。

12月 遺構・遺物のレイアウト。文章作成及び修正。入札のための起案。

1月 文章確認，修正。入札。校正。一般遺物の収納。

2月 校正。現場図面及び遺物の実測図の整理，仮収納。

3月 校正。報告書掲載遺物の整理，仮収納。報告書納入。これにより，報告書作成業務の

全てを終了する。
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第5図 平成12年度調査位置図
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第2節遺跡の層位

霜月田遺跡は，標高49mの平坦なシラス台地上に位置している。調在は北尾根と南尾根に区分さ

れた。北尾根は調壺前からシラスが露出しており，確認調企の結果，遺物包含層は確認されなかった。

平成12・15年度の本調査で，南尾根の調査を実施したところ，遺構や遣物包含層が確認された。地

点によって若干の差異があるが，標準的なものをここで示す。第7図は標準的な地層の模式図である。

以下，各層の説明を行う。

I層

暗灰色士

11層

濃暗灰色土

ma層

明黄褐色土

filb層

黄橙色士

w層

暗黄褐色土

v層

暗褐色士

VI層

暗黄白色土

vn層

黄白色士

第7図柱状模式図

やや砂質の表士である。層厚は約25cm。

腐植士である。古代から中世の遺物包含層である。層厚は約 5cm。

鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰（約6400年前）である。縄文時代晩期の

遺物包含層である。層厚は約20cm。都原遺跡や成岡遺跡にも同等に堆積して

いる。

黄橙色パミスで， Illa層下部にあるアカホヤの軽石層である。連続した堆積は

な<, ブロック状になる所も多い。無遺物層である。

暗黄褐色のふかふかした士層である。縄文時代早期の遺物包含層である。都

原遺跡，成岡•西ノ平· 上ノ原遺跡でも全体に見られ，遺跡を特徴づける文

化層である。層厚は約25cm。

暗褐色上で，やや粘質である。旧石器時代第1I文化期の遺物包含層である。

薩摩火山灰を微量に含んでおり，層厚は約25cmである。薩摩火山灰はP-14

と呼ばれ，約11,500年前の桜島の墳出によって形成された層である。

暗黄白色土である。やや粘質であり，硬くしまっている。旧石器時代第I文

化期の遺物包含層である。層厚は約15cm。

シラスの黄白色士であり，やや砂質である。淡黄色のパミスを含んでいる。

シラスは入戸火砕流の堆積物であり，約24000年の姶良カルデラの噴出による

ものである。
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第3節 旧石器時代の調査

旧石器時代は時期判定が明確な遺物及び，旧石器時代を特定する包含層から第 I文化層と第I1文

化層に区分された。

第I文化層は， VI層から剥片等のいくつかのまとまりが確認されたが，出士量から 1つのブロッ

クを認定した。出上遺物として，ナイフ形石器，台形石器，スクレイパー，剥片，石核，磨石がある。

第I1文化層は， v層から 1つのブロックを確認した。出士遺物として，細石刃，スクレイパー，

磨石がある。

1 第I文化層の調査

出士分布は第12図に示した。等高線はV層上面を使用した。 A-14区にブロックが確認され，ブ

ロック内からナイフ形石器 (4, 5) , スクレイパー (9)'剥片 (10)が出上している。第11図

の第 I文化層から確認された石器群の石材の割合は上牛鼻産黒曜石が大半の69.4%を占め，次いで

三船産黒曜石が13.0%である。

遺物

ナイフ形石器（第13図 , ,..,5) 

1~5 は横長剥片もしくは輻広の剥片を素材とした切出し型のナイフ形石器である。 1~3 は一

部自然面が残る比較的厚みのある横長剥片を素材とし，打面部の主要剥離面に対して平坦剥離を行

いバルブを除去している。その後，腹面から急角度のブランティングを二側縁に施している。 1'

2の先端部は僅かに欠損し， 4は半損している。

台形石器（第13図 6, 7) 

6は横長の剥片を素材とし，基部は折断後に平坦剥離を行い整形している。 7は腹面から急角度

のブランティングを施し，両側縁を直線状に形成したものである。

スクレイバー（第14図 8, 9) 

8, 9は上牛鼻産の黒曜石である。剥片の縁辺に二次加工を施し刃部を形成したものである。

剥片（第15図 10) 

10は凝灰岩質頁岩を素材とする剥片石器である。背面は自然面が多く，腹面は平坦な刺離面である。

右側縁に使用痕が認められる。

石核（第15図 11) 

11は，上牛鼻産の黒曜石である。平坦な面を

打面とし，作業面を回転させながら剥離面を剥

いでいる石核である。

磨石・敲石（第15図 12) 

12は安山岩で円礫を用いた磨石と敲石の機能

を合わせもったものである。一部敲打の痕跡が

認められた。

23 

鉄石英
2.6% 

玉髄
3.7% 

不明黒曜石
3.0% 

桑ノ木津留黒曜石
0.4% 

三船産黒曜石
13.0% 

（総点数269点）

その他
1.9% 

上牛鼻産黒曜石
69.4% 

第11図 第I文化層石器群の石材の割合
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第13図 第I文化層の出土石器 (1)
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第14図 第 I文化層の出土石器 (2)
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2 第11文化層の調査

出土分布は第17図に示した。等裔線はV層上面で計測した。遺構は礫群 1基，ブロックがA-14

区で確認されたが，ブロック内から定形石器は確認されなかった。遺物は主にV層上面から出士し，

細石刃，スクレイパー，磨石・敲石が出士している。第15図の石器群の石材の割合から上牛鼻産黒

瞳石と三船産黒曜石の割合が少なくなり，石材の種類が増え鉄石英や頁岩等の割合が増えてきている。

(1) 遺構

礫群（第16図）

5点の礫から成り，一辺5cmから15cmのものまである。長軸50cm,短軸40cmの範囲内に散在して

いる。①と②，③,④，⑤が接合された。 2点の礫が破砕し形成されたものと思われる。灰色をなし，

5点とも赤化はみられない。

(2) 遺物（石器）

細石刃（第18図 13, 14) 

細石刃は 2点出士し，使用されている石材は13が腰届産黒曜石， 14が上牛鼻産黒曜石である。 2

点とも尾部を除去したものであり，両側縁に使用痕が認められる。

スクレイパー（第18図 15-17) 

スクレイパーが3点出士し，使用され

ている石材は15が日東産黒曜石， 16が頁岩，

17が上牛鼻産黒曜石である。剥片の縁辺

に二次加工を施し刃部を形成している。

17は右側縁に使用痕が認められる。

磨石・ 敲石（第18図 18~20) 

18・19は，安山岩を索材として使用し

ている。 18と19は磨石で， 20は磨石と敲

石の機能を合わせもったものである。

側縁に敲打痕集中部が認められる。

上牛鼻産安山岩

玉髄 1.4% 
2.1% 鉄石英安~ミ
7.0% 

、4.9%~ ベ
不明黒曜石
3.5% 

日東産黒曜石
0.7% 

針尾産黒曜石

1.4% 

桑ノ木津留産黒曜石
1.4% 

三船産黒曜石
6.3% 

（総点数141点）

』
° て0)1や
- 1.4% 

U右

1%~ 

上牛鼻産黒曜石

65.0% 

第15図 第I1文化層石器群の石材の割合
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誓り 雷胃 出土区 層 石
長さ

厚(cmさ) 重(gさ) 江記番号(cm) (cm) 

1 A 12 ¥<1 ナイフ形ハ悩 ［牛鼻産安ill岩 3.58 2.01 0.84 6.47 3944 

B-15 皿a ナイ 形石苔恰 ト^ 牛鼻光黒曜石

3 A 12 ¥IJ: ナイフ形石器 上牛鼻産黒曜石 ,102 2.02 1.31 8.17 3918 

13 4 A-14 V ナイフ形石器 上牛鼻産黒耀石 3.22 1.16 0.84 2.36 3391 
図 5 A-14 V ナイフ雌石器 上牛鼻産黒昭石 2.96 210 0.83 4.36 3578 

6 C-11 N 台形石器 上牛鼻産黒曜石 3,26 1.99 1.10 6.53 4125 

7 C-17 V 台形石悩 L牛鼻産黒曜石 2.69 1.73 〇.98 3.11 3350 

8 A-15 VI スクレイパー 上牛鼻産黒曜石 3.62 3.80 1.34 16.54 3663 

第
， A-14 VI スクレイパー 上牛鼻産黒曜石 2.51 2.09 0.94 5.85 3581 

14 10 A-14 VI 剥片石器 凝灰質頁岩 3.60 3.66 1.87 22.99 3372 
図 11 A-14 VI 石 核 上牛鼻産黒曜石 3.32 2.69 2.76 21.65 3628 

12 C-10 VI 磨 石 安 山 石山 5.60 5.08 3.54 150.00 4052 

13 C-17 V 細 石 刃 腰岳産黒曜石 1.61 0.84 0.23 0.29 3339 

14 F-8 V 細 石 刃 上牛鼻産黒曜石 1.05 0.47 0.13 0.06 73 

15 C-17 V スクレイパー H東産黒曜石 2.97 2.43 1.28 9.71 3354 
第 16 C-17 V スクレイパー 頁 石'-'-' 4.24 2.39 0.98 8.22 3346 
18 
17 A-12 V スクレイパー 上牛鼻産黒曜石 3.05 2.62 1.25 7.58 3920 

図
18 F-18 V 磨 石 安 山 岩 9.29 8.04 6.82 600.00 1175 

19 G-18 V 磨 石 安 山 石山 9.82 8.42 4.89 550.00 1173 

20 A-12 V 磨石・敲石 安 山 岩 8.00 7.50 5.50 380.00 3919 
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(2) 遺物

1 土器

I類土器（第24図 21 "-J27) 

I類士器は，口縁部から胴部にかけて貝殻腹縁による横方向の条痕文が施され，胴部への施文は

特にない。器形は円筒形で，口縁部が直立または外反している。胴部がやや膨み，底部は平底である。

主にW層から27点出士し 7点を図化した。

21は，口縁部から胴部下位まで接合できたものであり，口縁直径は18.8cmである。 22,23は，口

縁部片である。 21,22は，口唇部が平坦であり， 23は丸みは帯びている。 24,25は胴部片である。

26, 27は底部片である。 26の底径は10.6cm,27の底径は25.2cmで，両方とも内外面の調整はナデで

ある。

II類土器（第25図 28"-J37) 

II類士器は，口縁部から胴部にかけて貝殻による条痕文が施されている。器形は，円筒形である。

主にW層から48点出士し10点を図化した。

2s~30は，口縁部片である。 28, 29は，口縁部に縦方向の条痕文が施され，その下は横方向の条

痕文が施されている。 30は，まず縦方向の条痕文が施された後，横方向の条痕文が施され，器厚も

1.2cmである。 31~37は，胴部片である。 31は，縦方向の条痕文が施された後，横方向の条痕文が

施されている。器原も1.2cmで， 30と同一個体であると考えられる。 35,37は，横方向の条痕文が

施され，内面調整はナデで，同一個体の可能性がある。
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第20図 縄文時代早期の 1号集石遺構
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w類土器（第28図 48,...,55) 

w類士器は，外面と内面上部に楕円形の押型文を施文するものである。主にN層から41点出士し

8点図化した。 48は，口縁部から胴部まで接合できたものであり，外面には楕円形の押型文が全面

に縦方向に巡らしている。口縁部は外反し，内面の口縁部近くにも押型文が施されている。胴部は

幾分膨らみを有する。 49は口縁部片で外反し，内外面ともに楕円形の押型文が施されている。 so~

54は胴部片である。 52と53は，細かな楕円形の押型文が施され，内面調整はナデで，同一個体の可

能性がある。 55は底部片である。外面に楕円の押型文がわずかではあるが見られた。
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第24図 縄文時代早期の I類土器

v類土器（第29図 55--..,59) 

v類士器は，撚糸文が施されている。主にW層から16点出士し4点図化した。 56は，口縁部片で，

外面は縦方向に撚糸文が施され，内面は口縁近くに横方向の撚糸文が施されている。 57-59は，胴

部片である。 57,59は横方向に撚糸文が施され， 58は縦方向に撚糸文が施されている。
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第25図 縄文時代早期のII類土器

VI類土器（第29図 60,...,62) 

VI類土器は，外面に縄文が施文されている。 60~62は胴部片で外面に縄文が施文され，内面はケ

ズリ後ナデが施されている。

V11類土器（第29図 63,...,65) 

Vil類土器は，沈線文や網目撚糸文が施されている。 7点出土し 5点図化した。 63, 65は口縁部片

である。外面は沈線文が施文され，やや外反する。 63~67は胴部片である。 65の外面は沈線文が施

され， 66, 67は網目撚糸文が施されている。器厚は約 5mmでやや薄めである。
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第29図 縄文時代早期のV・VI・VII類土器

第4表縄文時代早期の土器観察表(1)

挿図 遺物
出士区 層位 分類 部位

色 調 胎土 焼 調整
備考

番号 番号 外面 内面 石英 長石 舟斯 そ鳴 成 外面・底部 内面

21 D-9,E-9 N, 皿 口縁部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚
良 貝殻条痕 ナデ

22 C-9,D-9 皿a,N 口縁部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 条 痕 ナデ

第
23 E-8,D-ll,E-10 N 口縁部 灰 黄 浅 黄 〇 〇 〇 良 条 痕 ナデ

24 24 D-9,E-9 N I 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

図 25 D-10,E-10 N 胴部 浅 黄 浅 黄

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

26 E-9 皿a 底部 黄褐色 暗灰黄色

゜゚゜
良 ナ デ ナデ

27 E-9 N 底部 にぶい黄褐 黒 褐

゜゚゜
良 条 痕 ナデ

28 A-15 皿a,N 口縁部 にぶい黄褐 にぶい黄褐

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

29 C-16 N 口縁部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

30 D-9 N 口縁部 にぶい橙 明赤褐

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

31 D-9 N 胴部 明赤褐 明赤褐

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

第 32 D-9 N 胴部 橙 橙

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ 煤付着

25 II 
胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 貝殻条痕図 33 E-10,D-10 N 

゜゚゜
ナデ

34 E-10,D-11 N 胴部 にぶい黄橙 明赤褐

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

35 一括 表層 胴部 灰黄褐 にぶい黄橙

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

36 C-11 V 口縁部 にぶい黄橙 灰褐色

゜゚゜
良 楕円押型文 ナデ

37 B-16 N 胴部 にぶい黄橙 黒 褐

゜゚゜
良 貝殻条痕 ナデ

38 C-17,D-10 皿a 底部 橙 にぶい黄

゜゚
良 山形押型文 ナデ

第 39 C-11 N 口縁部 にぶい褐 にぶい褐

゜゚
良 山形押型文 ナデ 内面口唇部に山形文あり・煤付落

28 ill 
図 40 C-11 N 口縁部 にぶい橙 にぶい橙

゜゚
良 山形押型文 ナデ 内面口唇部に山形文あり

41 C-10 N 胴部 明黄褐 明黄褐

゜゚゜
良 山形押型文 ナデ

39 



備

デ 煤付着

る。

より クレ

を
゜

(9 

る。 さら ると

2

5

 

（

（

 

し

(1 

(2 

点），針尾産 (1点）である。

石鏃の分類は，本遺跡の報告書における統一的な分類に従うことにする。

ノ

（石鏃分類表P41

(1 

参

照）

A-a-b （第31図 68~75) 

長幅比が1~1.5で，形状がほぽ正三角形である。基部は浅い扶りとなっている。

A-a-c 76) 

長幅比が 1~1.5で，形状がほぼ正已角形である。基部は深い扶りとなっている。

（第31図
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磨石・敲石・ 凹石（第34図 101'°'J105) 

101, 102は円礫を用いた磨石，敲石の機能

をもつもので部分的に敲打の痕跡が確認される。

103, 104は自然礫を使用し， 103は側面に敲打

の痕跡がみられ， 104は部分的に敲打の痕跡が

みられる。 105は磨石の機能を持つもので，表

裏面に磨面が確認される。

る。

る。

ペj

炉
目
自

して

る。

る。

逼ら

て，

る。

形

態

三角形 B
 
五角形

長
幅
比
（
鏃
長
／
幅
） △ 八 八
基
部
形
状

a (平坦） b (浅い） C (深い） d (U字形）

△ △ △ `〉※
 
農業センター遺跡群報告書(98)石鏃分類表より
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第31図 縄文時代早期の出土石器 (1)
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第32図 縄文時代早期の出土石器 (2)
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第34図 縄文時代早期の出土石器 (4)

石皿（第35図 106,.....,111, 第36図 112) 

106~112は石皿で，素材は安山岩を使用し，ほとんどが石の目がつぶされたなめらかな面があり，

窪みや擦痕がみられる石器である。 106~108, 112は大型の礫を使用し， 106,107, 112は皿部がほ

ぼ平坦な石器である。 108は皿部が窪む石器であり，長軸方向で斜面の低い方に「掃き出し口」が

明瞭に作られている。 109~111もまた，大型の礫を使用し，皿部が平坦になる石器であると考えら

れるが，細かく割れて出土した。
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注記番号
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第37図 縄文時代中期・後期の遺構配置及び出土遺物分布

50 



(2) 遺構内遺物 V111類土器（第39図 113,114) 

VIII類土器は深鉢形の上器で，口縁部は波状口縁を呈するものがある。外面は楕円形の指頭による

押圧や沈線文が施されている。遺構内遺物として 4点出士し， 2点を図化した。 113,114は胴部片

で，表裏ともにナデ調整である。色調は，表裏ともにぶい赤褐色であり，胎士から角閃石と滑石が

確認された。口縁部は指圧文が見られ，口唇部には波状口縁を呈している。

(3) 遺物

土器

lX類土器（第40図 115-118) 

lX類士器は，口縁部分の外面に細い沈線文や指圧文等の文様が集約された深鉢形の士器である。

115, 116, 118は，口縁部片である。 115は文様が集約され外面に指圧文が施文され，沈線文が短い。

口唇部は部分的に山形の突起を有し平坦である。外面調整はケズリである。 116は，線刻が施され

口唇部は平坦である。匝径が約 8mmの補修孔が確認された。 118は，口唇部に練り状の波状口縁が

見られた。
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第38図 縄文時代中期の集石遺構
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第39図 縄文時代中期の遺構内遺物VlH類土器

碁鼻蓋

117 

第40図 縄文時代後期のIX類土器

第 7表縄文時代中期・後期の土器観察表

116 

゜
10cm 

挿図 遺物
出土区 層位 分類 部位

色 調 胎士 焼 調整
備考

番号 番号 外面 内面 石英 長石 鯖五 そ鳴 成 外面・底部 内面

第 113 G-19 2号集石 口縁部 にぶい赤褐 にぶい赤褐

゜゚
良 ナデ 滑石

39 VIII 
図 114 G-19 2号集石 口縁部 にぶい赤褐 にぶい赤褐

゜
良 ナ デ ナデ 滑石

115 G-19 皿a 口縁部 橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 沈 線 ナデ

第 116 D-17 皿a 口縁部 橙 にぶい橙

゜゚゜
良 条 痕 ナデ 補修穴あり

40 IX 
図 117 G-19 皿a 底部 橙 にぶい黄褐

゜゚゜
良 ナ デ ナデ 火山ガラス（透明・黒褐色）

118 E-7 皿a 口縁部 にぶい褐 にぶい黄橙

゜゚゜
良 条 痕 ナデ 火山ガラス（黒褐色）
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さ
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を

につ

る。概し

を図化し

る。 とも

る。主に皿

さ

り， を

って

いる。

る。

る。

゜
る。 137は，小破片で器形や大きさは不明であるが，外血にハケメ調整がみら几，臼皿ほミ

キが施されている。 138-140は大型の組織痕士器である。 138,139の外面の組織痕は不明であるが，

口縁部上部に貝殻条痕の調整が施され，内面は部分的にミガキが施されている。また，胴部下位か

ら口縁部にかけてやや垂直に外反する。 140は口縁部から胴部まで接合できたものであり，口縁径

が約45cmである。上位は貝殻条痕で調整され，内面は条痕調整後，全体的にミガキが施されている。

④ その他の土器（第46図 141,.,.,143) 

141は屈曲する明瞭な稜がみられる胴部片である。屈鼎の上部にわずかではあるが突帯文が残っ

ている。 142,143は深鉢の底部と思われる。内外面ともナデ調整で施されている。
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第42図 縄文時代晩期の 1号集石遺構

55 



ム）

。
内一

゜

｀
 ら
こ。

っ

、
3
)
 

G
。。
＾
 

D
 

E
O
3
.
o
o
v
1
1
1
 

ル”―

。og 

2001~ 

1001~2000 

951-1000 

901~950 

851~900 

801~850 

751~800 

701~750 

651~700 

景重 50 1 ~ 650 

g へ 451~500
401~450 

351~400 

301~350 

251-300 

201~250 

151~200 

101~150 

51~100 

ct) 21~50 

2 4 
点数

匂

L=48.20m 

電

"" ... 

゜
50cm 

第43図 縄文時代晩期の 2号集石遺構
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第44図 縄文時代晩期の土器 (1)
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第45図 縄文時代晩期の土器 (2)
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ロロ：;41 
第46図 縄文時代晩期の土器 (3)

第8表縄文時代晩期の土器観察表

こ143
・・-,; ぷ9恣t迄函吋
心ク，啜岱
森滋冦←ミ

゜
10cm 

挿圏 遺物
出土区 層位 分類 部位

色 調 胎土 焼 調整
備考

番号 番号 外面 内面 石英 長石 艤五 そ鳴 成 外面・底部 内面

119 A-15 V 口縁部 にぶい橙 にぶい橙

゜゚
良 ナ デ ナデ

120 E-9 一括 口縁部 灰黄褐 灰黄褐

゜゚
良 /¥ ケ ナデ

121 B-14 ma 口縁部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 板ナデ 板ナデ

122 表層 一括 口縁部 灰 にぶい黄橙

゜゚゜
良 ナ デ ナデ

123 E-9 ma 口縁部 黄灰 暗黄灰

゜゚
良 ミガキ・ナデ ナデ

124 E-9 皿a 胴部 にぶ黄橙 にぶ黄橙

゜゚゜
良ミ ガキ ナデ

第
125 B-13 一括 胴部 にぶい黄橙 浅黄

゜゚゜
良 ハケ・ナデ ナデ

44 126 C-12 N 胴部 黒褐 灰

゜゚゜
良ミ ガキ ナデ

図 127 E-9 ma 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄

゜゚
良ミ ガキ ミガキ・板ナデ

128 F-8 II 肩部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 条 痕 ナデ

129 C-11 皿a

! 期

胴部 灰黄 灰

゜゚゜
良 貝殻条痕文 具叢灸氣文、ナテ’

130 E-9 皿a 胴部 にぶい黄橙 黄灰

゜゚゜
良 ハケ・ナデ ナデ

131 C-14 ma 胴部 にぶい黄 黄灰

゜゚
良 貝殻条痕文 且負条痕文・ナデ

132 B-15 ma 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良 条痕・ナデ 条痕

土
133 E-9 皿a 器 胴部 灰褐 にぶい褐

゜゚
良 ケズリ ナデ

134 C-15 ma 口縁部 にぶい黄橙 オリーブ黒

゜゚゜
良ミ ガキ ミガキ

135 F-19 N 口縁部 橙 橙

゜゚゜
良ミ ガキ ミガキ

第 136 B-14 ma 口縁部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゚゜
良ミ ガキ ミガキ

45 
口縁部 にぶい黄橙 オリーブ黒

゜゚゜
良 条 痕 ミガキ図 137 C-15 ma 

138 E-9 口縁部 にぶい橙 にぶい橙

゜゚゜
良 ハケ・ナデ ナデ

139 E-9 ma 口縁部 にぶい橙 にぶい橙

゜゚゜
良 ナ デ ナデ

140 E-9 口縁部 にぶい黄橙 明黄褐

゜゚゜
良 条痕・ナデ ナデ

第 141 C-14 皿a 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙

゜゜
良 ケズリ ナデ

46 
底部 にぶい黄褐 黒

゜゚゜
良 ナ ナデ図 142 G-19 ma デ

143 BC-16・17 II 底部 にぶい黄橙 明灰黄

゜゚゜
良 ナ デ ナデ
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A b 149-1 
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る り る。

1 1.5で， u る

゜
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を素材とするもの、，

み部分は粗い剥離により扶りを作り出している。

スクレイパー（第50図 169,....,174, 第51図 175,-..,176) 

169, 173は上牛鼻産黒曜石， 170,174は西北九州産黒曜石， 171は頁岩， 172はサヌカイト， 174

は碧玉， 176は鉄石英を素材とするもので，主要剥離面から二次加工を施し，刃部を形成している。

に を を している。つま

169, 170, 173は右側縁に細かな剥離が施されている。 171は左側縁から下部にかけて二次加工が施

され丸く刃部が作り出されている。 172は横長剥片を使用し，下部に両面から二次加工がT寧に施

され鋭い刃部を形成している。 176は，剥片の末端に急角度の二次加工が施されている。
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